
河川利用の変遷と新たな動き
近年の河川利用の流れと今後の利活用の方向性
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矢ヶ部輝明

1



 大学時代、荒牧研究室で、専門（構造）以外のことにも興味をもつ

環境問題（公害問題：水俣）、映画づくり、音楽、テニス・・・・

 昭和54年（４０数年前） 建設コンサルタント（（㈱建設技術研究所）入社

面接で、専門はと聞かれ、「雑学」と答え、開発研究室に

「環境」がテーマになり、経験した上司がおらず、入社早々任される

 その後、本社環境部で環境系業務環境護岸計画設計等担当

 九州に戻り、平成元年ごろから、河川環境管理基本計画（遠賀川、
本明川、矢部川、嘉瀬川等）、河川調査、河川環境計画等を担当

 平成2年以降、建設省（現：国土交通省）九州地方建設局河川技術
部会「多自然型川づくり（九州地建版）手引き」作成に係わる。

 石井樋水辺歴史公園計画（平成６年）を担当。全建賞（2006）を受賞
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私の河川環境系業務の経歴
佐賀大学土木工学科卒、大学院工学研究科荒牧研究室
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 本社環境部長、九州支社都市環境部長などを務め、多自然川
づくり関連、ふるさとの川モデル事業等、川づくり、河川環境関
連業務関連多数担当

 また、地域づくり（地域振興計画）、まちづくりの仕事も担当

 砕氷船のへさき仕事を担当したこともあり、初代PFI事業部長に

全国のPFI事業に関わる（文化会館、市役所、学校、火葬場・・

仕事のパートナーが、技術屋から銀行マン、弁護士に

＊PFIは、公共事業の武器になると思っています

 退職まで、河川環境系、まちづくり系の業務を数多く担当

 現在は、佐賀地元のコンサルタントで現役継続中

これまでのほぼ半世紀弱の経験からお話させてもらいます
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続き
私の河川環境系業務の経歴
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今日の話の流れ

嘉瀬川における河川利用の状況

河川利用のための基本事項

河川利活用（河川環境）の歴史変遷

新しい河川利用の流れ、実例

河川利用の課題と将来
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今日お話しする POINT１
治水中心

環境が加わる
【親水】

生き物への対処
【多自然川づくり】

川の魅力
【利活用】

川の魅力
【民間参入】

川の利活用の未来

河川環境整備事業など(1970年代以降）
・治水優先で、環境はおまけ的
・川の断面は、固めたまま
・川への関心は高まった

多自然川づくりなど(1997年以降）
・環境を織り込んだ整備が進められる
・川が憩いの空間となる
・街との結びつきは強くない

「かわまち」など(2011年以降）
・日常的な生活の場
・活力ある街づくり・地域づくりの一環

（道の駅、区画整理などとの一体化）

・民間参入が可能。PFI事業事例も

今日の話の中心テーマ

災害の頻発化、大災害等で、自助・共助・公助がい言われだして
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POINT２ 河川における河川管理者・市民の係わりの変遷
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POINT３ すでに河川利活用を取り巻く環境は作られつつある

嘉瀬川とふれあう文化を育む

巻き込む

つなぐ

文化を育む

自治体を巻き込む（佐賀市）

民間・企業を巻き込む（儲かる、儲からない⇒PFI事業？）

釣り人、利用者を巻き込む、子供（未来の支え）を巻き込む

周辺とのネットワーク 嘉瀬川沿いの線のネットワーク

周辺とのネットワーク 面のネット―ワーク（大和イオンなど）

街づくりの一環として川づくりを考える 川の魅力を核にする

日常生活に川を取り入れる。川との付合い方を見つめなおす

嘉瀬川文化軸をつくる 嘉瀬川交流軸 嘉瀬川を軸として

魅力を発信する
魅力の創出から、魅力の再生産、魅力の多方面への展開

魅力の発信
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今日の話の流れ

嘉瀬川における河川利用の状況

河川利用のための基本事項

河川利活用（河川環境）の歴史変遷

新しい河川利用の流れ、実例

河川利用の課題と将来



 佐賀県佐賀市嘉瀬川河川敷で、11月始めに開催されるアジ
ア最大級のスカイスポーツイベント（熱気球競技大会）。

 日本国内、世界各国からのバルーニストが繰り広げる大空
の競演！10

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ



鑑真和尚
 聖武天皇の招きにより、唐の国揚州より遣唐使船に乗って日本に向った鑑真は、
５回の渡航失敗にもめげず、６回目の渡航にて漸く成功し、天平勝宝５年（753

年）薩摩の坊ノ津にたどりつき、そこから東支那海を北上し、嘉瀬の嘉瀬津の港
に上陸し大宰府を経て平城京に到着したとされている。

 その鑑真和上の上陸記念碑は嘉瀬町の森林公園内に平成２年に建立された。11

さが鑑真和尚遣唐使船レース



12

嘉瀬川で開催されるイベント

 嘉瀬川「ヌマンデー」 マルシェ、キャンプ体験

 嘉瀬川河口での牡蠣礁復活竹立て作業（7月）

 水で遊ぼう・生物観察＆水の科学実験（7月）

などなど・・・・・
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流域面積
順位

109水系
河川名

流域面積

㎢
流域関係都道府県

21 筑後川 2,863 福岡、佐賀、大分、熊本

28 大淀川 2,230 宮崎県、鹿児島県、熊本県

34 球磨川 1,880 熊本県

36 五ケ瀬川 1,820 大分県、宮崎県、熊本県

43 川内川 1,600 宮崎県、鹿児島県

47 大野川 1,465 大分県、宮崎県、熊本県

62 緑川 1,100 熊本県

65 遠賀川 1,026 福岡県

67 菊池川 996 熊本県

83 大分川 650 大分県

84 矢部川 647 福岡県

87 山国川 540 福岡県、大分県

90 肝属川 485 鹿児島県

91 白川 480 熊本県

92 小丸川 474 宮崎県

93 番匠川 464 大分県

96 松浦川 446 佐賀県

99 嘉瀬川 368 佐賀県

101 六角川 341 佐賀県

105 本明川 249 長崎県

嘉瀬川
流域面積 ３６８m2

全国１０９水系中９９位

九州２０水系中１８位

コンパクトな川

板東太郎（利根川）、筑紫次郎
（筑後川）、吉野三郎（吉野川）と
よばれた筑後川は２１位
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流域人口・人口密度

嘉瀬川
流域人口規模
九州２０水系中１１位

人口密度
九州２０水系中６位

人との係わりが強い
コンパクトな川
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POINT４ 嘉瀬川は、佐賀市民の川！
直轄河川という言葉にまどわされてはいけない！

嘉瀬川の流域のほとんどは、
佐賀市で占められている

佐賀市の川といっていいか
もしれない（直轄河川なのに）

嘉瀬川を守り育てるのは、
佐賀市民であり、佐賀市
長・佐賀市職員の役割

河川管理者（国、県）は、そ
のサポートを行ってもらうと
いう発想を佐賀市民、佐賀
市職員が持つことが大切

神埼町

小城市



平成 26 年 10 月 30 日（木）から 11 月3日(月・祝)までの5日
間、佐賀市の嘉瀬川河川敷において、「2014 佐賀インターナ
ショナル・バルーンフェスタ」が開催
そのため、嘉瀬川の秋季休日の調査は、11/9に実施している。

嘉瀬川における河川利用の状況

「河川水辺の国勢調査」
国土交通省が直轄河川を対象に定期的に
河川環境（生物、河川利用）を調査。
最新版は、２０２０年（令和２年）版があるが、
新型コロナ感染真っただ中であるため、今
回は参考にしなかった。



（参考）調査・推計方法等

・・・省略・・・・



（参考）利用場所と利用形態



 河川水辺の国勢調査結果より（九州：直轄河川）

• 嘉瀬川の水面・水際の利用は、わずか２％
• 松浦川は３５％、六角川でも２５％利用率



河川水辺の国勢調査結果（H26）
ー河川利用編、九州管内ー

嘉瀬川は、近年ではバス釣りのメッカになりつつあるという

嘉瀬川
流域人口：九州２０水系中１１位
人口密度：九州２０水系中 ６位



河川水辺の国勢調査結果（H26）
ー河川利用編、九州管内ー

嘉瀬川
流域人口：九州２０水系中１１位
人口密度：九州２０水系中 ６位



河川水辺の国勢調査結果（H26）
ー河川利用編、九州管内ー

嘉瀬川は、バルーン大会参加者を除いた利用者数（想定）

バルーンフェスタ参加者

嘉瀬川
流域人口：九州２０水系中１１位
人口密度：九州２０水系中 ６位



河川水辺の国勢調査結果（H26）
ー河川利用編、九州管内ー

嘉瀬川
流域人口：九州２０水系中１１位

人口密度：九州２０水系中 ６位



参考

P9「散歩利用者」は、78.8万人を差し
引いた人数で表現している
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嘉瀬川の魅力
嘉瀬川利活用委員会WSより



二つの相反する意見

川がきれい VS ゴミが多く汚い

佐賀での知名度はある VS 県外での知名度が低い

生物の種類が多い VS 外来種がいる

イベントがある VS 車が渋滞する
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バス釣りのメッカ

良好な水質



嘉瀬川に求められることに関する意見（全体）

 生物が多く生息する嘉瀬川ではあるが、川遊び等自然と触れる場
所が少ない。あるいは、施設（トイレ、自販機、木陰、街灯 等）が
不足している。自販機や水分補給が出来る場所を作るべき

 折角きれいな川があるのに遊べる場所が少なくもったいない。

 石井樋公園は自然を感じれる場所で景観も良く多種多様な生物
を見ることが出来るのに寛げる場所が少ない。

 水辺に近寄りがたい、もっと水辺に近づける場所がほしい

 デートスポット、バーベキュウ等の場所がない、あるいは、そのよ
うな利用をする拠点がない。

 バルーンフェスタ等の全国規模のイベントはあるものの、嘉瀬川
自体の知名度が低い。歴史的な施設もあり、もっと情報発信が必
要である。もっと色んな人に知ってもらって多くの人に利用してもら
いたい

 さらに嘉瀬川の魅力を高めるために、「二千年ハスの移植」等の
話題性のある活動が望まれる。28



嘉瀬川に望むこと、改善点（全体）
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嘉瀬川に期待していること

30
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魅力を高め⇒集まれる場所に⇒知名度を高める
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今日の話の流れ

嘉瀬川における河川利用の状況

河川利用のための基本事項

河川利活用（河川環境）の歴史変遷

新しい河川利用の流れ、実例

河川利用の課題と将来



従来の治水一辺倒であった「川は洪水を流す水路」と
いう考えを転換し、河川の持つ特有の環境との調和を
原則とする考えに至った（１９９７年の河川法の改正）

利活用を含む「河川環境管理基本計画」等の策定

河川法改正後（１９９７年）、「多自然型川づくり」等の施
策により、川は、豊かな自然環境を取り戻しつつある。

川は誰のもの？川をもっと利用したい、川に近づきた
い！ 「かわまちづくり」等の河川利用の新しい動き

 これからの河川利活用の方向性について

「河川利活用」に対する考え方の変遷
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今日お話しするポイント １
治水中心

環境が加わる
【親水】

生き物への対処
【多自然川づくり】

川の魅力
【利活用】

川の魅力
【民間参入】

川の利活用の未来

河川環境整備事業など(1970年代以降）
・治水優先で、環境はおまけ的
・川の断面は、固めたまま
・川への関心は高まった

多自然川づくりなど(1997年以降）
・環境を織り込んだ整備が進められる
・川が憩いの空間となる
・街との結びつきは強くない

「かわまち」など(2011年以降）
・日常的な生活の場
・活力ある街づくり・地域づくりの一環

（道の駅、区画整理などとの一体化）

・民間参入が可能。PFI事業事例も

今日の話の中心テーマ

災害の頻発化、大災害等で、自助・共助・公助がい言われだして



 「治水」事業の目的で生まれた河川法（１８９６年制定）
は、１９６４年に「利水」事業が加わり、１９９０年に、「多自
然型かわづくり」が始まり、１９９７年に河川法が改正され
「環境事業」の内部目的化が行われた。

 内部目的化とは：１９９７年以前の「河川環境整備事業」
等の環境事業は、主たる「治水」「利水」事業の、あくま
でも、付属的な事業であった。

 例えば、治水事業として必要な河川断面を前提として、
河川公園を整備する等

河川法の改正
－いろいろな事業を行う根拠の変化－
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公害問題

水がきれいなってきた
水辺に近寄りたい

都市を流れる川に
広場空間への要求

人間中心から、
生き物との共生へ

環境＝公害 の時代

物 から 心 の時代
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川の３つの機能（利水、治水、環境）

今回の着目点
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河川環境整備事業により、人々の関心が向き始めた
が・・・・・・

39

景観の改善
• 川沿いの桜並木
• 石積護岸等の修景護岸の採用

親水機能の導入
• 水辺の散策デッキ
• 階段護岸

などの街に潤いを与える整備や、河
川の高水敷きを活用した「広場」「テ
ニスコート」「公園緑地」の整備が全
国各地で行われた。
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しかし、どこかしこも広い河川敷
地は、グランド化してしまい、自
然豊かな風景のいい河川空間
は公園化（人工化）していった・



そこで生まれたのが、河川環境管理基本計画！
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河川の空間を、

• 人が利用する空間
• 自然を残す空間

等にゾーニングし、河
川全体の環境を考慮
し、管理する方向に
転換することになった。

また、各河川の特性・
個性を重視し、各河
川別にテーマを設け
ることとなった。



九州の河川環境管理基本計画は、・・・・・・・
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このように、１９８０年代になって、「河川環境」への対応がなされ
るようになった。「河川環境管理計画」「河川環境整備事業」等
で河川の環境が注目されるようになったが、・・・・・

当時の河川環境への利活用対応は、空間があるということに価
値を見出しての対応が中心であった。つまり、人が求める機能
に対して、その場所を提供する空間としての河川の位置づけで
あった。

「嘉瀬川水系河川整備方針」
河川利用に関する基本方針の記述がある

43
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本文抜粋

嘉瀬川水系河川整備方針
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嘉瀬川水系河川整備計画

本文抜粋



多自然川づくり等で、復活した川の自然環境。

その豊かな川の自然に、もっと川に近づこう！

 清廉な水の流れ、

 多様な生物の生息、

 川らしい風景・・・

川の魅力を活かした、人間社会と川の融合！

46

もう一つの動きが！



 「川」は、道路や下水管路のような人工物ではない自然物

 人工物には、その構築物を作る目的があるが、自然物には、
人為的な目的に沿って造られたものではない

 かつては、河川を「安全に降った雨を流す人工工作物（水路）：
治水目的」として考えていた

 近年、川の機能が見直され、河川特有の環境の大切さ、貴重
さが認識され始めた

 風景としての河川景観、自然体験・憩いの場としての河川空間

 河川の生む経済効果に着目した新たな河川利用

川とは・・・・

－根本から改めて考えてみる －

47



「多自然川づくり」への転換

48

当時は、「どちらが整備前で整備後かわからない」と、言われた！！

草刈りの手間が増えて困る！とも、よく言われた！！
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さらに、「かわまちづくり」への転換

今日の話のポイントです。
後ほど詳しく説明します
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今日の話の流れ

嘉瀬川における河川利用の状況

河川利用のための基本事項

河川利活用（河川環境）の歴史変遷

新しい河川利用の流れ、実例

河川利用の課題と将来
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河川区域、自由使用・許可使用

土石（砂利）の採取



利用場所と利用形態
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河川利用の種類
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河川区域と河川利用形態
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56

河川区域は、水が流れる区域



 「桜づつみモデル事業」は、河川の
緑化を推進する必要のある区間に
ついて、堤防の強化を図るとともに
桜などを植樹して積極的に良好な
水辺空間の形成を図ることを目的
としています。（昭和６３年に始まる）

 堤防には根などが入り込まないよう
にする（堤防はしっかり守る）

57

堤防・天端
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側帯整備について

桜づつみ事業
拡大版か！



【側帯整備型】：堤防整備の際に側帯を整備し、建屋・トイレ・四阿等を整備

59

側帯整備の事例 埼玉県上尾市：荒川
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民間事業者等への利用を期待 公募等により決定



 広い空間を活用して野球場・テニスコート・ゲートボール場等

 洪水時には水が被る

62

高水敷



 流れのある水面

 流れのない水面（嘉瀬川大堰上流区間など）

63

水辺、水面



64

今日の話の流れ

嘉瀬川における河川利用の状況

河川利用のための基本事項

河川利活用（河川環境）の歴史変遷

新しい河川利用の流れ、実例

河川利用の課題と将来



かわまちづくり について

65

背景：災害の激甚化頻発化⇒自助・共助・公助、多自然川づくり浸透⇒川の魅力

ポイント！
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68

ポイントになる事業

自治体の長がトップになって、各課を動かし
て川を軸にまちづくりを行った
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かわまちづくり支援制度の概要
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都市部で事例数多地方で事例数多



71

市町村が「核」になっている
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（横道）「ほこみち」プロジェクト
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「ほこみち」の概要
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掘割河川の河岸
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ポイント
市町村が必ずかかわることが条件となっている

ポイント（民間参入の場合も）
市町村長の同意が条件となっている



76 ここがポイント
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78

いろいろな事業を組み合わせて実施する
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ここがポイント
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支援制度
の流れ

推進主体
市町村の関わり

河川管理者
計画登録後の支援
特に、ハード施策
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【回遊型】

点在する既存施設の
活用・充実化に加え、
サイクリング・SUP・
カヌーなどの民間の
事業者の誘致を図り、
回遊性の高い賑わい
のあるまちづくりを
推進する。

87

回遊性のある事例 北海道むかわ町：鵡川



【従来型】

河川空間に芝生広場等の交流拠点を整備する

88

拠点整備の事例 宮城県大崎市：江合川



89

防災ステーションの活用事例(MIZBEステーション）

宮城県丸森町：阿武隈川
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（参考）包括占用の特例という裏技
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包括占用区域の指定



93
嘉瀬川では、今、何が足りないのか？ 今回のテーマ、川とコラボするものとは・・・

地方の時代、川の価値の見直し・・・・・
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今日の話の流れ

嘉瀬川における河川利用の状況

河川利用のための基本事項

河川利活用（河川環境）の歴史変遷

新しい河川利用の流れ、実例

河川利用の課題と将来
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POINT すでに河川利活用を取り巻く環境は作られつつある

嘉瀬川とふれあう文化を育む

巻き込む

つなぐ

文化を育む

自治体を巻き込む（嘉瀬川の場合は、佐賀市など）

民間・企業を巻き込む（儲かる、儲からない⇒PFI事業？）

釣り人、利用者を巻き込む、子供（未来の支え）を巻き込む

周辺とのネットワーク 嘉瀬川沿いの線のネットワーク

周辺とのネットワーク 面のネット―ワーク（大和イオンなど）

街づくりの一環として川づくりを考える 川の魅力を核にする

日常生活に川を取り入れる。川との付合い方を見つめなおす

嘉瀬川文化軸をつくる 嘉瀬川交流軸 嘉瀬川を軸として

魅力を発信する
魅力の創出から、魅力の再生産、魅力の多方面への展開

魅力の発信



97

川づくりの柱（企画構想段階）
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POINT３ すでに河川利活用を取り巻く環境は作られつつある

嘉瀬川とふれあう文化を育む

巻き込む

つなぐ

文化を育む

自治体を巻き込む（佐賀市）

民間・企業を巻き込む（儲かる、儲からない⇒PFI事業？）

釣り人、利用者を巻き込む、子供（未来の支え）を巻き込む

周辺とのネットワーク 嘉瀬川沿いの線のネットワーク

周辺とのネットワーク 面のネット―ワーク（大和イオンなど）

街づくりの一環として川づくりを考える 川の魅力を核にする

日常生活に川を取り入れる。川との付合い方を見つめなおす

嘉瀬川文化軸をつくる 嘉瀬川交流軸 嘉瀬川を軸として

魅力を発信する
魅力の創出から、魅力の再生産、魅力の多方面への展開

魅力の発信
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自治体を巻き込む

全国１３７事例からみた状況

河川利活用のオープン化の多くの占
用主体は、自治体（市町村長）。特に、
国管理の河川の場合は、ほとんどが
自治体が占用主体となっている。

都市の河川においては、民間企業が
占用主体となる例が数多くある。

ただし、国管理の河川でも、自治体が
占用主体でない例、自治が絡まない
事例が少ないもののいくつかある。
（以下紹介）
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POINT
占用主体

都市再生推進法人
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都市再生推進法人
協議会が、この法人
の指定を受ければ、
より信頼性が高まる
のではなかろうか。
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県管理河川では、自治体以外（協議会
等）が占用主体となっている例はいくつか
あるが、国管理では少ないようである。

国管理河川では、占用主体は、ほぼ自体
の長である。

「店を開く」ことを考える際は、観光協会、
商店街振興組合、商工会議所を巻き込む
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105

民間企業が占有するにあたっ
て、市長から指定の要望があっ
た事例
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107

市も占用主体の協議会メンバーに
なっている。
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かわまちプロジェクト推進のポイント

河川のオープン化事業（かわまちプロジェクト）を進めよ
うとするならば、自治体の長が占用主体になることが、
やはりポイントとなる。

「都市再生推進法人」に、協議会が認定されると、より
信頼度が高まるものと思われる（要検討？）
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民間参入を考える（民間事業として）

都市部の河川のオープン化に見るように、収益性が確保されるの

であれば、民間参入は可能なっている。

民間企業（レストラン、キャンプ運営などなど）が参入してくる条件

 企業として、赤字にならない（客が来る）

 民間参入が河川管理上のメリットになる（河川空間の維持管理：

草刈などとセットにして参入してもらう）
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111

民間参入を考える（PFIとして）

PFIとは、民間のノウハウを活かした公共事業。

指定管理者制度は、公共に代わって管理を受託する制度
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PFI事業のタイプ



113



佐原広域交流拠点PFI事業 ～水の郷さわら～

 スーパー堤防上に、国と香取市が協働して、水辺交流センターや河川利

用情報発信施設、車両倉庫、佐原河岸、利用ゾーン（川の駅）、地域交

流施設（道の駅）をPFI事業により一体的に設計、建設、維持・管理、運営。

 国の個別事業として、災害時の水防活動拠点となる河川防災ステーショ

ン、緊急船着場などの整備・運営を行う。

 国の河川事業で初めてPFI手法にて整備したもので、施設の維持管理や

運営は、2025年3月までの約15年間。民間事業者が自己資本で負担し、

施設の維持管理・運営、建設などにかかったPFI事業全体の費用を国や

香取市が分割で支払う契約になっている。

 次期事業「佐原広域交流拠点改修運営等事業」では、施設の設計・改修

を2025年4月～2026年3月、維持管理・運営を2025年4月1日～2040年3

月31日に予定している。
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河川PFI事業の実施例
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【「川の駅」整備型】：

観光拠点として「大川の駅」構想を策定。

川側に「川の駅」、堤内側に「道の駅」を整備する。PFI事業等を検討中

117

「川の駅」整備の事例 福岡県大川市：筑後川

昨年９月の市長選挙を受け、事業は白紙になった。
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（参考）「大川の駅」事業概要
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（参考）「大川の駅」事業内容
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公園PFI
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利用者、釣り人、子供を巻き込む



クラウドファンディング

SIB（Social Impact Bond）

コミュニティ財団

122

資金調達方法
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クラウドファンディング：カワサポ
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125

コミュニティ財団の設立・活用
ちくご川コミュニティ財団（コミュニティ・ボンド）

 2019年に市民ら発起人220人が設立した、福岡県初の
コミュニティ財団。地域の小規模事業に対応する財団。

九州最大の河川「筑後川」が流れる、福岡県全域と佐賀県
東部、熊本県荒尾市等、大分県日田市を「筑後川関係地
域」と呼び、事業対象としている

子ども若者支援と災害支援事業に力を入れていまる。
個人や企業からの寄付やスキルなどの資源を、ＮＰＯやボ
ランティアなどの市民社会組織や個人に届ける



 コミュニティ財団の創設（東近江三方よし基金）2017年設立

 東近江市SIB 「川がき育成塾」プロジェクト 2021年

 「小規模自然再生」プロジェクト
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東近江市の取り組み
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資金調達方法 SIB
Social Impact Bond

SIBは、2010年にイギリスで始
まった官民連携による社会課題
解決のための投資スキーム

地方自治体が抱えている社会課
題を民間企業に委託することで、
革新的な事業の実施、さらには
コストの削減が期待されている

① 地方自治体等
② 資金提供者
③ SIB運営組織（中間支援組織）
④ サービス提供者
⑤ 受益者
⑥ 評価組織（第三者評価機関）
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POINT３ すでに河川利活用を取り巻く環境は作られつつある

嘉瀬川とふれあう文化を育む

巻き込む

つなぐ

文化を育む

自治体を巻き込む（佐賀市）

民間・企業を巻き込む（儲かる、儲からない⇒PFI事業？）

釣り人、利用者を巻き込む、子供（未来の支え）を巻き込む

周辺とのネットワーク 嘉瀬川沿いの線のネットワーク

周辺とのネットワーク 面のネット―ワーク（大和イオンなど）

街づくりの一環として川づくりを考える 川の魅力を核にする

日常生活に川を取り入れる。川との付合い方を見つめなおす

嘉瀬川文化軸をつくる 嘉瀬川交流軸 嘉瀬川を軸として

魅力を発信する
魅力の創出から、魅力の再生産、魅力の多方面への展開

魅力の発信
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サイクリングマップ

水辺ルート
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POINT３ すでに河川利活用を取り巻く環境は作られつつある

嘉瀬川とふれあう文化を育む

巻き込む

つなぐ

文化を育む

自治体を巻き込む（佐賀市）

民間・企業を巻き込む（儲かる、儲からない⇒PFI事業？）

釣り人、利用者を巻き込む、子供（未来の支え）を巻き込む

周辺とのネットワーク 嘉瀬川沿いの線のネットワーク

周辺とのネットワーク 面のネット―ワーク（大和イオンなど）

街づくりの一環として川づくりを考える 川の魅力を核にする

日常生活に川を取り入れる。川との付合い方を見つめなおす

嘉瀬川文化軸をつくる 嘉瀬川交流軸 嘉瀬川を軸として

魅力を発信する
魅力の創出から、魅力の再生産、魅力の多方面への展開

魅力の発信
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あらためて言おう

嘉瀬川は、佐賀市民の川！

嘉瀬川の流域のほとんどは、
佐賀市で占められている

佐賀市の川といっていいか
もしれない（直轄河川なのに）

嘉瀬川を守り育てるのは、
佐賀市民であり、佐賀市
長・佐賀市職員の役割

河川管理者（国、県）は、そ
のサポートを行ってもらうと
いう発想を佐賀市民、佐賀
市職員が持つことが大切

神埼町

小城市
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嘉瀬川に人を呼び込むために

 魅力を発見する。魅力を作り出す。

 施設を整備する（拠点づくり、ネットワークづくり）

 人を呼び込む。仲間をつくる。

快適に維持するために

 ルールをつくる

 維持・管理・運営体制づくり

 応援団づくり

138

嘉瀬川の利活用を活発にするために
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嘉瀬川を改めてチェックすると
OK! OK!

OK!

OK!

OK!

OK!

？
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嘉瀬川の魅力をあげるためには

都市にとって重要な場所にする

市民にとって大切な場所とするアイデアは？

不特定多数の人が集まる場所にする
不特定多数の人が集まる場にするアイデアは？

利便性・利用性が高い場所にする
嘉瀬川を利便性の高い場所にするアイデアは？
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市民にとって大切な場所とするアイデア

利便性を高めることとセットかも

佐賀のシンボル、誇りにする（故郷のシンボル）

思い出を作る場所にする

 ・・・・・・・・
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不特定多数の人が集まる場にするアイデア

みどりの道計画を進める

バルーンフェスタとのコラボイベント開催

 ・・・・・・・・
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嘉瀬川を利便性の高い場所にするアイデア

市街地と嘉瀬川をつなぐアイデア

域外と嘉瀬川をつなぐアイデア

地域のいろいろな拠点（道の駅、大型店舗）とつなぐ

自転車、キックボード等で街とむすぶ

 ・・・・・・・



視点

 水辺や自然環境等の河川ならではの特徴を生かした空間利用
かつて、河川の広い空間のみを活用し、河川敷にテニスコート・野球場・ゲートボールコート
等の施設整備を乱発し、河川環境の利用の在り方として反省をしてきたことを踏まえて。

 治水、利水への影響に十分に配慮する利用
河川占用許可の規則やルールを踏まえた整備。近年、河川利用については大幅に緩和？
されているものの、洪水や渇水の状況も理解して利用する。

 利用が重なるところは、ゾーニング等により、危険のない安全な
空間利用を行う。

例えば、カヌーと水遊びのエリアは分ける等、利用者の安全を確保するルール等を決める。

 洪水後には、土砂堆積、流出、破損等の被害を受けることを想
定して管理・運営する必要がある。

洪水時の土砂フィルター効果のある竹林を保全する等の対応を図ったうえで、万一、洪水
時に冠水した際の復旧等について予め想定しておく必要がある。



ポイント

水難事故が起きない安全管理と情報の周知
大雨が予想された場合の緊急放流時は、急激に水かさが増えることがある。

 ごみの後片付け等環境美化・環境維持
竹林の管理をふくめ、不法投棄場所にならないような活動。日常的に利用すること
から不法投棄のチャンスを失わさせる等の活動。

ふるさとの川をつくり、育てる。
河川利用を通して、嘉瀬川特有の環境への興味と理解が増すような活動。

特定の利用者のみに限定した利用ではなく、地域を巻
き込んだオープンな利活用。
上記の「ふるさとの川を育てる」という視点から、地域の人々を巻き込んだ川づくりと
河川利用が望まれる。地域の元気につながるような活動。

多くの利用者が期待できる場合、状況によっては、管理
運営を民間委託することも視野に入れて考える。
近年の河川利用促進策を受け、売店、オープンカフェ、広告板・広告柱、照明・音
響施設、キャンプ場、バーベキュー広場等も条件によっては認められる。



お疲れ様でした
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本資料作成に当たっては、国土交通省水管理・国土保全局、財団法人リバーフロ
ント整備センター等の公表されている資料を基に作成しています。
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